














































































































500/samp 0/ pl 500/sample 700/sample
１ 5２．９ 6２．５ 6４．７ 7０．８
２ 5０．０ 5０．０ 3２．４ 5０．０
３ 7０．６ 6６．７ 6４．７ 6６．７
４ 6７．４ 6２．５ 7１．４ 7０．８
５ 7０．６ 6２．５ 7４．３ 7９．２
カテゴリー 学習サンフ゜ル 未知サンプル 平均識別率（％）
１ 100 9５ 9８
２ 7０ 5５ 6３
３ 8０ 8０ 8０
４ 6５ 5０ 5８










































500/sample 700/sample 500/sample 700/sample
１ 100.0 1００．０ 9７．２ 9１．７
２ 5８．３ 6２．５ 4１．７ 4５．８
３ 8２．４ 8７．５ 6８．４ 7９．２
４ 5８．８ 6６．７ 7５．０ 8７．５




500/sample 700/sample 500/sample 700/sample
１ 5０．０ 3３．３ 4１．７ 3２．０
２ 2６．５ 2９．２ 2８．６ 2９．２
３ 2９．４ 2０．８ 2２．２ 3６．０
４ 7６．５ 7９．１ 8０．０ 7６．０
５ 6４．７ 6２．５ 6９．４ 3７．５
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が，平均的に見て，手法１や手法２のそれよりも高くなっている。このことは，この文字
数でもカテゴリー４に特有の周期性が存在することを示していると考えられる。
５．まとめ
今回の実験で極端に識別率が悪かったのはカテゴリー２であったが，この理由として，
会話部分が多く，またそれが短いものが多いことが考えられる。また，『雪国』では会話文
の「」の最後に読点を打っているが，「伊豆の踊り子」ではそれがない。この違いが，結
果に大きく作用したと考えられる。また２つの作品の発表年代が約10年離れていることも，
何らかの影響があるだろう。また，全体的に会話部分が特に短いものを多く含むサンプル
や，名詞の羅列を含むサンプルでは，識別率の低下に繋がった。
これを回避するために,今後括弧を特徴として反映するような手法をとることや，１サン
プルの文字数を，上記の問題が表面化しない程度にまで増やすなどの対策が必要と考えら
れる。
また,表６の中で唯一カテゴリ－４だけが他の手法の場合より識別率が高くなっている。
これはカテゴリー４の著者である司馬遼太郎の文章が，今回実験を行った文字数でも特有
の周期性，つまり文章のリズムが認められたからであると考える。以上の実験より，ごく
一部の結果からではあるが,文章の特徴が周波数領域の方に顕著に現れる場合が判明した。
著者が普通は意識することのない周波数領域の特徴は，筆者識別の有効な特徴となりうる
ため，今後もより詳細かつ大規模な実験を行う予定である。
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"likely，'，“dislikely，'，“easytoread，，ａｎｄ“hardtoread''・Thisfactindicatethatwe
recognizesthecharacterofthenovelistunconsciously
Inthispaper,weinvestigatedwhetherornotsentenceshavesomecharactersWe
usedthreemethodsforexperiment・Asaresult,usingonlythedistributionofpunctua‐
tionmarkes,highrecognitionrateshaveobtainedaboutsomecategories．
